
監査結果公表第１７－１２号 
 
 

随時監査（工事監査）の結果に対する措置の通知の公表について 
 
 
 次のとおり監査結果に対する措置の通知がありましたので、地方自治法第１９９条第１２項及び 
八尾市監査委員条例第８条の規定により公表します。 
 
 
平成１７年７月１日 
 
                    八尾市監査委員   西 浦  昭 夫 

                       同      北  山  諒  一 

                       同      三 宅   博 

                       同      田 中 久 夫 

 

 
記 

 
１ 措置の通知 

随時監査（工事監査）の結果に対する措置の通知 
第６回工事監査 

市道大正第 36 号線橋梁架替工事 

第７回工事監査 
渋川公園整備工事 

平成 17 年 6 月 22 日付け八土土第 24 号 
 
２ 問合せ先 

八尾市本町一丁目１番１号  
八尾市監査事務局 
電話番号 0729－24－3896（直通） 

 
３ その他 

措置の通知については、市役所３階の情報公開室及び八尾市ホームページで閲覧できます。 



                                                                       八土土第２４号 

平成１７年６月２２日 

 

  八尾市監査委員    西 浦 昭 夫  様 

        同          北  山  諒  一  様 

        同      三 宅  博   様 

       同         田 中 久 夫  様 

                                                                                                  
                                            八尾市長 仲 村 晃 義 

                                                      

監査の結果に対する措置の通知について 

 

  平成１７年４月２７日付け監査報告第１７－１号の、随時監査の結果に基づく措置を別紙のとおり

講じましたので、地方自治法第１９９条第１２項の規定により報告いたします。 

 

   

 



（別紙） 
  土木部土木建設課（市道大正第３６号線橋梁架替工事） 

指摘事項 講じた措置又は経過の報告（できるだけ具体的に記載して下さい。） 

措置状況 １．措置済（１７年２月１４日） 設計図面のうち構造物断

面図が示されていたが、河

川方向に対する直角方向

の断面図であった。構造計

算上は道路方向の断面に

とっており、主鉄筋方向と

なる構造物断面図も示し

ておくことが必要である。 

 構造計算道路方向の構造図及び河川直角方向の参考図書と区分し、わ

かり易くするようコンサルタントに指導しました。 

措置状況 １．措置済（１７年３月１０日） 橋面舗装としてアスファ

ルト舗装厚さについて、表

層工 t=40～70mm（平均

50mm）、基層工を t=40mm
としているが、一般には基

層工にて、レベリングをと

るものとしていることが

多いので、厚さの取り方を

変更することが望まれる 

表層工ｔ=50ｍｍを固定し、基層工にてレベリング調整を実施しまし

た。 

措置状況 １．措置済（１７年２月１４日） コンクリートブロック積の

標準断面図が示されていた

が、河床高さ及びＨ.Ｗ.Ｌを

明示し、根入れ深さや余裕

高がわかるようにしておく

ことが必要であると思われ

る。 

今後､根入れ深さや余裕高の記載を行うよう、コンサルタントに指導し

ました。 

措置状況 １．措置済（１７年２月１４日） 本工事の積算内容を調査

したところでは、とくに問題

となる事項は見当らなかっ

た。なお、土留め工の鋼矢板

の一部について引抜き撤去

が不可能となり、切断し現位

置に存置するものとなって

いるので、適正な単価処理を

設定しておくことが望まれ

る。 

  変更概算額を算出し、請負者と協議のうえ処理しました。 
  

措置状況 １．措置済（１７年１月２７日） 工事請負契約及び付帯する

書類について調査したとこ

ろ、請負業者から提出されて

いる主任技術者届には一級

土木施工管理技士の資格者

のＮｏ.のみ表示されていた

が、資格者証の写しを添付し

ておくことが望まれる。 

契約検査室に報告済み 

 

 

 



措置状況 １．措置済（１７年２月７日） 本工事の施工計画書のうち、

出来形管理に示されている

基準値が一般的なものであ

ったが、本工事の河川断面に

必要な余裕高や河川幅の寸

法の出来形基準についても

追加記載しておくことが望

まれる。 

 施工計画書に追加記載をさせました。 

措置状況 １．措置済（１７年２月１４日） 土留め鋼矢板の寸法が当

初設計では、L=13.5m であ

ったが、孔内水位の調査実

施後、3 ヵ年以上経過して

いることや渇水期での施

工であることを考慮し、請

負業者によるチェックボ

ーリングのデータを基に、

市において再計算がなさ

れ、Ｌ＝10.0m に変更され

ている。かかる工事費の変

更を早期に行っておくこ

とが望まれる。 

変更概算額を算出し、請負者と協議のうえ処理しました。 
変更契約は、17 年 2 月 28 日付けで行いました｡ 

措置状況 １．措置済（１７年２月７日） 出来形寸法を設計図面に赤

字にて表示されていたが、

新たに寸法を測定した部分

においては、実測した寸法

のみ赤字にて記載されてい

た。設計寸法を表示しこれ

に対応する実測寸法を比較

できるよう明記することが

望まれる。 

出来形図を新たに作成し、設計寸法と実測寸法とが対比できるように

しました。 

措置状況 １．措置済（１７年２月７日） 提出されていた工事写真

を調査したところ、鉄筋組

立においては監督員の立

会写真として示されてお

り、鉄筋のかぶりなどが写

真からは判読できないも

のであった。竣工時には鉄

筋写真として別途にとり

まとめておくことが望ま

れる。 
また、カルバート内部のハ

ンチ部の寸法を示すリボ

ンテープが適正に設置さ

れていなかったので再度

適正に配置して撮影して

おくことが望まれる。 
   
 
 
 
 

今後の留意事項として、適正な写真撮影方法を工夫するよう、請負業

者に指示しました。市監督員にも、今後鉄筋組立形状・かぶり等が判読

できる立会写真に心がけるよう課内会議で指導しました｡ 



措置状況 １．措置済（１７年２月７日） 護岸のコンクリートブロ

ック積が施工されていた

が、胴込めコンクリート厚

さをよく点検すると共に、

裏込め砕石（ＲＣ－４０）

厚さについても本来の寸

法を示し写真撮影を行う

ことが望まれる。 

今後の留意事項として、適正な写真撮影方法を工夫するよう、請負業

者に指示しました。 

措置状況 １．措置済（１７年１月２７日） 仮設歩道橋が設置されて

いたが、転落防止柵の高さ

がＨ＝１.１０ｍを満たし

ていなかった。当日早急に

是正されたが、今後の工事

においては仮設物でも所

定の高さを確保すること

が望まれる。 

当日に措置をしました。 
今後は、仮設物であっても基準の高さを確保するよう課内会議で市監

督員に指導しました｡ 

措置状況 １．措置済（１７年１月２７日） 工事周辺は住宅地である

ことから、自転車や歩行者

の通行によく配慮し、常に

立入防止柵を点検してお

くと共に、夜間の照明や安

全対策に配慮しておくこ

とが望まれる。 
  
 

当日に措置をしました。 
 

措置状況 １．措置済（１７年１月２７日） 本工事のように既存橋梁の

架替工事においては、河川の

持つ機能を再確認すると共

に、余裕高や河川幅の確保及

び周辺整備も含めた改修に

心がけることが望まれる。 
 

今後、周辺整備を含めた改修に充分留意いたします。 

  

 



 
（別紙） 

土木部みどり課   渋川公園整備工事 

指摘事項 講じた措置又は経過の報告（できるだけ具体的に記載して下さい。） 

措置状況 １．措置済 （平成 17 年 3 月 10 日） 流域貯留施設として設置さ

れているオリフィス桝にグ

ラウンドの透水排水管が接

続されており満水時には逆

流が考えられるため逆流防

止の措置が望まれる。 

透水排水管の流出部に逆流防止弁を設置しました。 

措置状況 １．措置済 （平成 17 年 3 月 10 日）   現場代理人届及び主任技術

者届に、資格の名称が 記

入されていないので留意さ

れたい。 

資格名を記載しました。 

措置状況 １．措置済 （平成 17 年 3 月 10 日） 工事写真について、オリフィ

スの寸法を確認出来るもの

を追加されたい。 

オリフィスの寸法を確認出来る写真を撮影し追加しました。 

措置状況 ２．措置予定 使用材料の内、砂場用の砂、

スプリング遊具の耐久性、

ジンクロメートメッキのＪ

ＩＳ規格について調査して

おくことが望まれる。 

調査研究し、今後の設計にいかしていきます。 

措置状況 ２．措置予定 各施設が安全基準を満たし

ていること及びブランコ等

の接地箇所における腐食防

止について十分点検を行わ

れたい。 

開設後、施設点検を実施し、適正な維持管理を行います。 

措置状況 １．措置済 （平成 17 年 3 月 10 日） 狭い場所での作業であるの

で、掘削機械等の作業には

十分注意を払うと共に、進

入路も狭いので資材搬入時

においては通行人等に格段

の配慮をされたい。 

第三者事故のないよう現場の安全管理に努めました。 

措置状況 １．措置済 （平成 17 年 3 月 10 日） 移植した既存木は、枯れ木

補償の対象にならないの

で１年間程度は何らかの

養生方策を確保しておく

ことが望まれる。 

新木の樹木管理とあわせて、請負者に養生の指示をし、課内でも適正な維持

管理に努めました。 

措置状況 １．措置済 （平成 17 年 3 月 10 日） 遊具については、納入業者

が日本公園施設協会の賠

償責任保険制度に加入し

ていることを確認してお

かれたい。 
 

制度に加入していることを確認しました。 

 


